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はじめに

平成16年7月から府中市上下町のまちづくり活動1に取り組んで以降、毎

年活動に参加し関わってきた。現在の活動内容、商店街自主組織「街づくりネッ

トワーク会議」の取り組みや意義、さらにはこれから進めようとしている「上

下町飲食活性化事業」の取り組みなどについて考察をしてみたい0

特に平成18年以降から現在までの活動に焦点を当ててみることで、士下

町の街づくり活動は今後どのようになるのか考えてみたい0

第1章府中市上下町商店街について

1－1　上下町商店街の現況

広島県府中市上下町は平成16年4月に府中市と合併し、それまでの甲奴

郡の政治・経済・文化の中心地から府中市の一町になってしまった。そのた

め町民の一部はこのままでは寂れていくのではないかという危機感が生まれ

てきた。上下町の人口は平成12年国勢調査では6，426人2であるが、平成

23年4月現在では5，356人3と少なくなってきている。さらに士下町の老年

人口比率（65歳以上）は合併前の平成12年の数値しかないが33・5％と高

い率であった。府中市全体での老年人口比率は平成12年の13・8％から平成

小林正和（2006）「広島県府中市上下町における「まちづくり一事業の取り組み」、福山大学経済

学論集第30巻第1・第2合併号、pp・59－75
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府中市上下町の商店街活性化の現状について

17年には16．1％1に増えている。

そのなかで上下町商店街は昭和40年代半ばから商店街活性化の取り組

みを連綿と行ってきている。平成になってからは様々なイベントを実施し、

平成17年には「上置也域（商店街）にぎわい創出検討事業」の取り組みを行っ

た。主な内容は、商店街の人達による毎月1回の会議開催やアンケート調査

の実施などで今後の具体的な街づくりプラン「にぎわい創出検討事業報告書」

を策定している。その後、「にぎわいネットワーク会議」を結成して毎月1回

の会議開催や街づくりプランに基づいたイベント開催を行っている。

このようなイベント開催により、上下町を訪れる観光客は平成17年には

50・037人であったものが、平成18年には85，365人と急増した。しかしな

がら、平成19年は84，588人、平成20年74，923人、平成21年81，550人、

平成22年79，585人と横ばいになっている。

1－2　商店街ミニ診断による結果

平成21年9月に福山大学生によるアンケート調査による商店街ミニ診断

を実施した（－。上下町商店街のうち39店舗をSWOT分析により、商店街全

体や個店、後継者などについてヒアリング調査をしたものである。その結果、

商店街の人達の組織力、連帯意識はしっかりしており、ひな祭りや白壁祭り

などのイベント等には地域ぐるみで取り組んでいることが分かった。しかし

ながらマイナス面として、①空き店舗は徐々に増えてきていること、②若い

人が少なくなってきているために商店街全体の活気がなくなっていること、

③イベントは活発にしているが、マンネリ化が危惧されていること、④観光

府中市IIPilntp／／wwwc－tyfuchutokyoJP／shlSe一／slnglkyogl／kore／dai4kore／helSe120nenndodailkal／nles／

Sankoush甲Oulpd跳earch＝l老年人口比率

上下歴史文化資料館発表

小林正和（2011）「大学生による中山間地域の商店街活性化の取り組みについて一広島県東部地

域の商店街のケースー」、福山大学経済学論集第35巻第2号、pp．37－61
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府中市士下町の商店街活性化の現状について

客が増えてはいるが平日などは非常に少ないこと等が分かった。

後継者問題は今回調査した39店舗のうち、「後継者がいない」「子供は

いるが頼めない」i‾不明・未定」をあわせると8割の31店舗が近いうち廃業

する可能性があり、商店街としての機能が大きく損なわれると思われると回

答していた。

第2章現状の商店街活性化内容

2－1　上下歳時記の取り組み

（l）イベントと時期

平成17年までのイベントは　主なものでは6月上旬から下旬の「あやめ

祭り」、8月15日の「じょうげ花火祭り」、10月中旬から11月上旬の「か

かし祭り」、11月下旬の「白壁祭り」、そして12月上旬から下旬の「翁山世

界一の夢のツリー」などであった。

その後、平成18年の「上下地域（商店街）にぎわい創出検討事業」の取

り組みの結果、上下歳時記として年間でイベント開催をするように大幅に改

廃や増加が図られている。現在では　2月中旬から3月下旬の「ひな祭り」、

4月下旬から5月のゴールデンウイークまでの「端午の節句祭り」、6月上旬

から下旬の「あやめ祭り」、7月下旬から8月中旬までの「涼彩祭り」、8月

15日の「花火祭り」、10月中旬の「白壁祭り」、12月上旬から年末までの「冬

祭り」等となっている。

特に大きな変更点は　平成18年に「ひな祭り」と、平成19年に「端午の

節句祭り」を新たに始めたことや、平成20年に「翁山世界一の夢のツリー」

を20周年という区切りで止めて、代わりに平成21年から「冬祭り」を始め

たことである。上下歳時記として1年を通してのイベントとなっている。
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府中市上下町の商店街活性化の現状について

（2）イベントの概要

平成23年度の主なイベントの概要をいくつか紹介してみたい。表1のよ

うに年間を通して行われている。

表1平成23年度上下町商店街イベント内容一覧（上下歳時記）

内容 倬隸｢�

4月 �� 

5月 �%ｸﾍ�,ﾉ��XﾝX.��4月23日（土）～5月　8日（日） 

Il　「でこ市」 店ﾈ���9?ｨ����ｨ��I?ｨ���X�｢�

6月 �*�.(-�X.��6月11日（土）～26日（日） 

7月 處�ﾜｨﾝX.��7月31日（土）、31日（目） 

8月 �+h.X*H+�扎懆-ﾈ,(.��8月15日（日） 

9月 �� 

10月 �*�*�+XﾝX.��10月　8日（土）～23日（日） 

上下白壁祭り ���ﾈ��i?ｨ��?ｨ�｢�

11月 �� 

12月 �7鞏X.��12月　3日（土）～25日（日） 

1月 �� 

2月 �� 

3月 �-�,胃X.��2月18日（土）～3月25日（日） 

II　「でこ市」 �8ﾈ���9?ｨ��7��ｨ����I?ｨ��?ｨ�｢�

Il　「手創り市」 �8ﾈ��y?ｨ��7��ｨ����?ｨ��?ｨ�｢�

出典：著者作成
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府中市上下町の商店街活性化の瑚則こついて

①端午の節句祭り

4月下旬から5月初旬の「端

午の節句祭り」は　商店に鯉の

ぼりを飾って楽しさを演出して

いる。5月3日・4日には「でこ市」

を行い、「遊び体験スタンプラ

リー」、「鯉のぼりにメッセージ

を書こう」、「金太郎・桃太郎に

なろう日　等のイベントを行っ

ている。「でこ市」の出店参加料

は1店舗につき1，000円であ

る。

②あやめ祭り

6月の「あやめ祭り」は　商

店街から車で10分ほどの矢野

温泉公園「四季の里」で開催さ

れている。約500種、10万本

のあやめが棚田に植えられ、多

くの観光客が見物に訪れてい

る。ほかには写真撮影会やほた

る鑑賞なども行われている。

写真1端午の節句祭り

田－／ 凵� ヽ1 　－くゝ； 

′＼ 侭���「： 凵�@∴∴ �������������������cs��

∴∴ � 凵�^ ���ｶﾈ��耳ﾘ(.(ﾇ2��h�X�������������h�b�

一∴ ������

顕闘綴綴，　態 

出典：著者撮影

写真2　あやめ祭りでの写真撮影会

匪∴ ����棣�ｼ8ｶ8�+"�
∴∴ ����������： ��醒醤 �� 

∴∴濁／∴∴ “■′i懸 � �/r�樫 ��

潜 ��

出典：著者撮影

③涼彩祭り

7月末の「涼彩祭り」は、現在酒造りを止めている酒蔵で「酒蔵ビアガー

デン」、「上下骨董市」、「夜市」、i‾心のあかりコンサートl等のイベントを行っ
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府中市上下町の商店街活性化の現状について

ているものである。

④上下白壁祭り

10月中旬の「上下白壁祭り」は　以前

から続いているもので1日だけの開催と

なっている。イベントとして特産品や農産

物の販売を行う「にぎわい市」や「つちの

こ劇団公演」、「埋蔵金を手に入れろ（宝探

しゲーム）」、「街頭劇パフォーマンス」、「輝

きのアニバーサリー」、「時代物仮装でじゃ

んけん大会」等を行っている。昨年から新

たに始めたイベントが半数以上あり、観光

客だけでなく、地元の人達が楽しめるよう

にしているという。

⑤ひな祭り

2月下旬から3月中旬までの

1か月間の「ひな祭り」は　商

店街に古くからあるお雛様を展

示して観光客を呼び込もうとす

るものである。特に3月5日・

6日は、上下で古くから開催さ

れていた「でこ市」を復活さ

せたもので、例年3月始めの

土・日に開催している。「でこ市」

の出店は　参加料としてl店に

写真3　上下白壁祭り

出典：著者撮影

写真4　ひな祭り

漢音8回喜田起因耽 �� ��iSi鸞≡ 

一一ii爵畢繊弱 ������x��������

ii、誓 偬�B�

一一111－撥※ 剪�

出典：著者撮影
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府中市上下町の商店街活性化の現状について

っき1，000円をお願いしている。始まった年は500円だったが、現在は1，000

円となっている。他のイベントは「着物ショー」、商店前の「もち花飾り」な

どがあり、毎年商店街の前の道は人がすれ違うのが難しいほど　非常に多く

の観光客でにぎわっている。

2－2　商店街活動の組織

（1）まちづくりネットワーク会議

上下町の商店街活動は　他地区では類を見ないほど住民参加で行われてい

る。

平成18年の「上下地域（商店街）にぎわい創出検討事業」では毎月1回

の会議を開催し、街づくりプランを策定していた。この事業が終わっても、

引き続き「にぎわい創出検討事業報告書」によるプランを実施するために「ま

ちづくりネットワーク会議」を創り、毎月1回の会合を行っている。座長に

は㈱伊藤商店の伊藤敏雄氏を選び、平成24年2月までに72回の開催をして

いる。

この会議は　毎月第2火曜日の19時から21時までの2時間、上下町商工

会館で開催されているもので　毎回20名以上の商店街の住民が参加し、イ

ベントの開催や今後の活動について活発な意見が交換されている。21時を過

ぎても数人は帰らず立ち話をしているなど　会議自体を楽しんでいるように

みえる。

実際のイベントでは　実行委員会を立ち上げ　その都度委員長を代えて実

施している。そのため委員長になった方は自身が責任を持って実施するため、

リーダーとしての意識が醸成し、次々とリーダーとして育っていくようになっ

ている。リーダー養成機関としての面も持っていると言えよう。
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府中市上下町の商店街活性化の現状について

（2）上下歴史文化資料館

上下歴史文化資料館は商店街の中心に位置しており、平成15年に上下出

身の女流文学者岡田美知代の生家（旧岡田邸）を改築したものである。上下

の歴史や岡田美知代の資料、上下の民話などの常設展示を行っている。

この資料館は、資料の展示だけでなく、商店街イベントの際の中心施設、

マスコミへの情報発信、観光客からの問い合わせへの対応などの商店街活性

化の核となっており、存在は大きいものになっている。

（3）上下町商工会

上下町商工会は昭和35年に設立されたもので、経営支援や地域の活性化

を図るための事業を行っている組織である。この上下町商工会館（旧上下警

察署庁舎）は、平成23年3月に国の登録有形文化財（建物）として登録さ

れた。

街づくり活動の事務刷舌動や補助金の申請なども行っており、現在のまち

づくりネットワーク会議もここで開催されている。

2－3　商店街活性化活動の分析

現在の上下商店街活性化活動を分析してみると次のようなことが分かる。

（1）継続した取り組み

昭和53年に「上下を語る会l、昭和62年と平成3年には「ヒ下・町並み

づくり研究会」、平成18年には「にぎわいづくりネットワーク会議」などの

住民有志の会が作られ、商工会等の支援による商店街の整備や各種のイベン

トなどの街づくり活動が盛んに行われている。イベントの実施の際には会議

を設けて、前回よりも素晴らしいものを創り出そうとしている。こういった

取り組みは途切れることがなく、継続して行われているのは特筆すべきもの

であるといえよう。
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府中市上下町の商店街活性化の現状について

（2）リーダーの育成

ィベントにはその都度責任者を任命し、計画から実行、反省会までをまか

せるようにしている。責任者にはまちづくりネットワーク会議の参加者が

なっているが、会議の中で決定という形になっている。毎月1回のネットワー

ク会議の後、イベントまでの間に何回も会合を開き、出し物の検討、スケジュー

ル、広報等のこまごまとしたことを検討している。前回までの良いところは

残し、新たな出し物を入れるなど　マンネリ化を防ぐ工夫をしている0

このようにイベントを行うことで、今までは傍観者としての立場だった人

が責任者として達成感を味わうことで、リーダーが育成されることになる。

（3）工夫を凝らして実施

いろいろな地域での商店街活性化の取り組みに対して、実際に訪問して良

いと思うところを会議で報告したり、実際の取り組みに活かしている。しか

し単なる物まねではなく、L下町でできることを工夫を凝らして実施してい

る。

「端午の節句祭り」では大きな鯉のぼりは商店の壁に、小さな鯉のぼりは

店先に吊るして、イベントを盛り上げている。「ひな祭り」では各地で同じよ

うな取り組みがあるが、上下町では古くからのお雛様を飾って、店頭に出て

観光客の呼び込みを行い、笑顔で説明している。さらには、もち花を作って

店の軒先に飾るなど　工夫もしている。また統一した「のれん」を各商店の

軒先に飾り、一体感を出す工夫もしている。

（4）ボランティアで参加

補助金があるからイベントをするのではなく、住民がボランティア感覚で

参加し、お金はないが知恵を出し合って、良いものを創り出そうとしている。

特に、平成18年の「ひな祭り」では、準備期間がなく急遽実施することになっ
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府中市上下町の商店街活性化の現状について

たため、実施費用は参加料500円のみで行うこととなった。各商店主ができ

ることを、費用をあまりかけずに行っていることは、手作り感も出すことに

つながり観光客には好評となっている。

（5）迅速な決定

会議で決まったことはすぐ実行に移し、イベントが終わると反省会を開催

して、次回につなぐ努力をしている。毎月「まちづくりネットワーク会議」

は開催されており、決定は早く行われている。

（6）住民の固い結束

毎月の「まちづくりネットワーク会議」には決まった方が参加しており、

固定化というマイナス面があるが、お互いの気持ちや考えが直ぐ分かる利点

がある。あうんの呼吸で物事が進んでいくことが多く、信頼をしてイベント

を任せることができる環境となっている。

第3章　今後の取り組み内容－マーケテイングによる食の取り組み－

3－1　事業の内容

平成23年度の取り組みとして、上下町商工会は「地域資源活用型飲食店

活性化事業」を実施することになった。商工会が行った観光客アンケートに

よると、i飲食での情報発信が弱い」「代表的なメニューがない」等の意見が

多く、何とかしなくてはと考えていたという。今回この事業を実施すること

で飲食店を活性化させ、売上増加に取り組むことになったものである。

現状では地元産のそば粉と牛肉を使った「上下ぎゅ～そば」やこんにゃく

を使った「こんにゃくラーメン」等があるが、お客様（顧客・観光客・地元客）

のニーズをマーケテイングの視点で再確認し、新メニューを創り出そうとい

うものである。
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府中市上下町の商店街活性化の現状について

取り組むメンバーは、上下町商工会・上下にぎわいネットワーク会議、上

下飲食店組合、原材料生産者（農業者・営農集団地等）・商品加工者（食品加

工者、メーカー等）で構成されている。さらにこのメンバーを、①飲食・購

入者（顧客：食べる側）、②飲食販売者（サービス者：調理等サービスする側）、

③生産・加工者（農業畜産等生産器‥生産する側）の3つのワーキンググルー

プに分け、各々の立場から名物メニューのマーケテイングや開発を行うこと

とした。

図1平成23年度　地域資源活用型飲食店活性化事業のスキーム

上下町の『食言の取組をアピール・i 　　　子‾㌧ 

白壁の似合うロマンの町名　メニューーの　発車－ 
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出典：上下町商工会
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府中市上下町の商店街活性化の現状について

3－2　事業の取り組み

事業の取り組みスケジュールは、平成23年8月から平成24年3月まで

メンバーを各15人程度の2つのグループに分け、マーケテイング作業（調査、

分析、アイデア化）による関係者のヒアリング、過去のデータ集約、メニュー

の開発、報告会等を行うものである。

上下の食材として、「茶」、「麺」、山菜」などがあるが、他の地域でもある

ため、あまり特色が出ない。そこで食べ方の工夫について検討した結果、コ

ンセプトを「旬の旧舎」として、食べる雰囲気の演出についての提案があっ

た。具体的には、①上下の魅力ある空間を活かす：商店街の中には古い家が

残っており、その家の庭を見ながら食事の演出を図る、②旬の田舎食材の提供：

こんにゃくや干し大根等を1品添えることで、田舎らしさを引き出す、③希

少性の追求：限定品を提供することで、ここに来ないと食べられないという

希少性を引き出す、などである。

その後、平成23年12月には「上下グルメフェスティバル」を開催し、創

意工夫をした料理を試食した。24件もの多くの料理が出展されたが、どれも

地元の食材を使い、バラエティに富んだものであった。出展者たちが一番楽

しんでおり、今後通年のイベントになる可能性もある。

ー24－



府中市上下町の商店街活性化の現状について

表1事業の取り組みスケジュール

①調査（アイデア出し、計画立案、調査実践） 

②分析（調査分析による傾向抽出や把握を行う） 

③アイデア化（商品アイデア、その他アイデア） 

繰り返し実施

④総合化（アイデアの絞り込み）

⑤商品化（社会実験、検証絞り込み、展開、商品化）

⑥フィードバック（再検討、次期展開、定着化、継続化）

①～③同時進行

（平成23年8月～）

二　　　今年度

（～平成24年3月）

：　　来年以降

出典∴上下町商工会

また、平成24年2月には、　写真5　ワーキンググループでの作業現場

コンセプトを「けふ、上下で食

べませうー白壁の町並みが育ん

だおもてなしの味を」としてさ

らに練り上げたものにしてい

る。

おわりに

上下町商店街の街づくり活動 出典：著者撮影

について述べてきたが、毎回

のイベントでは現状に満足せず次々に新しい取り組みに挑んでいることが分

かった。

まちづくりネットワーク会議、上下歴史文化資料館、士下町商工会などの
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府中市上下町の商店街活性化の剰犬について

人達が毎月1回の会合を開催し、継続して活動をしているのばマンネリ化

し停滞していくケースが多い中、特筆すべきことであるといえる。

さらに責任者は毎年変わる仕組みになっているため、傍観者にならずに事

業の主体者となり、リーダーとして人材が育っているようにみえる。

今後も上下町の街づくり活動が途切れることなく継続することで全国の

商店街活性化の取り組みの1ケースとして参考になるのではないかと考える。

最後に・今回の取り組みに参加、協力していただいたゼミ生、学生諸君に

は大変感謝をしている。心よりお礼を申し上げたい。
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